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●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
ま
だ

ま
だ
地
域
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
奥
越
二
次
医
療
圏
を

守
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
次
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

① 

病
気
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
市
外

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
の
で

は
な
く
、
市
内
に
か
か
り
つ
け

医
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

② 

入
院
な
ど
の
医
療
に
つ
い
て

は
、
奥
越
地
域
の
拠
点
病
院
で

あ
る
福
井
社
会
保
険
病
院
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
入
院
患
者
の
流

出
率
を
下
げ
、
奥
越
二
次
医
療
圏

の
存
続
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
が
、
今
後
も
福
井
社
会

保
険
病
院
を
奥
越
地
域
の
拠
点
病

院
と
し
て
存
続
さ
せ
、
奥
越
の
地

域
医
療
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。

　

③
医
療
体
制
の
確
保
の
た
め
に

　

こ
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
か
か

り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
、
福
井
社

会
保
険
病
院
の
充
実
、
在
宅
で
の

診
察
体
制
強
化
な
ど
の
回
答
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

現在の医療体制確保のために必要なこと（複数回答）

①市内医療機関での「かかりつけ医」の推進

②在宅で医師の診察等の医療を受けられる体制整備

③市民に奥越の医療に関する情報の発信

④福井社会保険病院の診療体制の充実

⑤医師など医療従事者の育成支援

⑥その他
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◎
地
域
医
療
を
考
え
る

　

８
月
30
日
に
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
「
す
こ
や
か
」
で
、
第
２
回

勝
山
市
地
域
医
療
推
進
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
勝
山
市
医
師
会
・
歯

科
医
師
会
、福
井
社
会
保
険
病
院
、

勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
区
長

会
、
校
長
会
、
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
、保
健
推
進
員
協
議
会
、

商
工
会
議
所
、
奥
越
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
各
代
表
者
、
お
よ
び
勝

山
市
担
当
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
地
域
医
療
推
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

説
明
が
あ
り
、
次
に
奥
越
の
入
院

患
者
の
流
出
入
状
況
や
、医
師
数
、

ベ
ッ
ド
数
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

◎
勝
山
市
の
今
後
の
方
針

　

参
加
者
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
地
域
医
療
を
守
る
た
め

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

勝
山
市
は
、
本
年
度
中
に
策
定

さ
れ
る
第
６
次
福
井
県
保
健
医
療

計
画
で
、
奥
越
の
二
次
医
療
圏
を

確
保
す
る
た
め
に
、
各
方
面
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
期
計
画
に
は
、
県

下
４
つ
の
医
療
圏
で
最
も
悪
い
医

療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
改
善
策
を
盛

り
込
む
よ
う
要
望
し
て
い
く
と
と

も
に
、
患
者
の
流
出
率
を
現
在
の

40 

％
超
か
ら
20
％
以
下
に
す
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
民
館
等
で
の

話
し
合
い
を
実
施
す
る
こ
と
や
広

報
紙
等
を
通
じ
て
、
市
民
に
周
知

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

勝
山
市
地
域
医
療
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

地域医療推進協議会の様子

アドバイザー
福井県立大学　寺島喜代子 教授

　

奥
越
の
地
域
医
療
（
二
次

医
療
圏
）
を
支
え
る
拠
点
病

院
で
あ
る
福
井
社
会
保
険
病

院
で
は
、
産
婦
人
科
お
よ
び

眼
科
に
お
い
て
、
外
来
の
診

療
体
制
の
充
実
が
次
の
と
お

り
図
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

産
婦
人
科

• 

産
婦
人
科
医
に
よ
る
診
察

が
、
週
２
日
か
ら
３
日
に

• 

火
・
水
・
金
の
10
時
か
ら

診
察

• 

９
月
１
日
か
ら
実
施
中

眼　

科

• 

眼
科
医
に
よ
る
診
察
が
、

週
１
日
か
ら
３
日
に

• 

月
・
水
・
金
の
午
前
中
診

察
• 

８
月
１
日
か
ら
実
施
中

※
月
１
回
手
術
も
実
施

福
井
社
会
保
険
病
院

　

診
療
体
制
が
充
実

お
知
ら
せ
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地域医療の将来に
ついて考える

●
地
域
医
療
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら

　

７
月
21
日
に
奥
越
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
地
域
医
療
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

に
お
い
て
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
10
代
か

ら
70
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
か

ら
約
3
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
1
6
7
人
の
方
が
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
さ
れ
ま
し
た
（
回

答
者
の
70
％
が
女
性
）。
な
お
、

回
答
者
の
50
％
が
医
療
・
福
祉
関

係
、
区
長
連
合
会
、
高
齢
者
連
合

会
関
係
者
等
で
、
残
り
50
％
が
一

般
市
民
の
方
で
し
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
抜
粋
）

　

①
勝
山
市
の
医
療
の

現
状
に
つ
い
て

　

奥
越
二
次
医
療
圏
が
見
直
し
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

勝
山
の
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

「
分
か
っ
た
」
方
は
76
％
で
し
た
。

ま
た
、「
市
内
に
か
か
り
つ
け
医

が
い
る
」
方
は
65
％
で
あ
り
、「
い

な
い
」
方
は
30
％
で
し
た
。
地
域

医
療
を
守
る
た
め
に
も
、
市
内
に

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

②
医
療
体
制
へ
の
不
安

　
「
医
療
を
受
け
る
際
に
不
安
に

思
う
」
方
は
30
％
い
ま
し
た
。
不

安
に
思
う
内
容
は
、
医
療
技
術
や

病
院
の
存
続
・
弱
体
化
に
つ
い
て

な
ど
で
し
た
。
不
安
解
消
の
た
め

に
も
、
も
っ
と
勝
山
市
の
医
療
の

現
状
に
つ
い
て
、
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。

　現在奥越地域では、市外の病院に入院している人の割合が高いため、奥越の地域
医療（二次医療圏）が見直しの対象となっており、将来の生活に大きな影響が出る
かもしれません。地域医療推進シンポジウム参加者のアンケート結果などを踏まえ、
地域医療を守るために私たちに何ができるのかを簡単にまとめてみました。

地域医療シンポジウム　アンケート集計

地域医療推進シンポジウムの様子

問：市内にかかりつけ医が
　　いますか

問：勝山市の医療の現状が
　　分かりましたか

いる
65％

いない
30％

無回答
5％

よく
分かった
45％

どちらとも
いえない
2％

少し
分かった
31％

無回答
22％

問：現在、医療を受ける際に
　　不安に思っていることは
　　ありますか

不安に
思わない
50％不安に思う

30％

無回答
20％

≪不安に思うこと≫
●医療技術（病院・医師・器具含む）について ……12人
●病院存続、弱体化について …………………… 8人
●高齢化、通院について ………………………… 5人
●時間外、緊急時の対応について ……………… 5人
●医師（専門医）不足について ………………… 5人
●医療・医師への信用・信頼について …………… 2人
●在宅医療体制について………………………… 2人
●勝山で分娩ができないこと …………………… 1人

※ 二次医療圏の見直し
　奥越地域を福井・坂
井地域と１つの二次医
療圏に統合する考え。
　これにより、中央の
福井市にベッド数・医
師が集中し、将来、奥
越地域が医療過疎に陥
る可能性が高くなる。

～奥越の地域医療を守るには～


